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［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年11⽉20⽇）

2020/11/13 2020/11/20 変化幅
5.880 5.879 -0.001

2020/11/13 2020/11/20 変化率
43,443.00 43,882.25 +1.01%

17、18⽇のインド10年国債利回りは、16⽇発表の卸売物価指
数（WPI）が市場予想をやや下回ったことや、19⽇に⾏われる
1,000億ルピーのオペレーションツイスト*への期待感に⽀えられなが
らも⼩動きとなりました。19⽇は、実際のオペレーションツイストの実
施を受けて、10年国債利回りは⼩幅に低下しました（価格は上
昇）。20⽇は国債⼊札の結果を受けて利回りは⼩幅に上昇しまし
た。週を通じて変動は⼩さく、週間では⼩幅な下落となりました。

［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年11⽉20⽇）

2020/11/13 2020/11/20 変化率
1.408 1.400 -0.55%
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［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年11⽉20⽇）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

（対象期間︓2020/11/16〜2020/11/20）

出所︓グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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全性を保証するものではありません。※当資料の内容は作成⽇時点のものであり、当社の⾒解および予想に基づく将来の⾒通しが含まれることがありますが、将来予告なく変更されることがあり
ます。また、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。※当資料で使⽤しているグラフ、パフォーマンス等は参考データをご提供する⽬的で作成したものです。数値等の内容は過
去の実績や将来の予測を⽰したものであり、将来の運⽤成果を保証するものではありません。※当資料では、個別企業に⾔及することがありますが、当該企業の株式について組⼊の保証や売
買の推奨をするものではありません。※当社による事前の書⾯による同意無く、当資料の全部またはその⼀部を複製・転⽤並びに配布することはご遠慮ください。

英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に⽶国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイ
ナンシャル社、および英国のM&G社の⼦会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

インド株式市場への外国⼈投資家からの資⾦流⼊や、⽶国企業に
よるインドの⼤⼿複合企業への出資に絡む資⾦と⾒られるルピー買
いなどに⽀えられて、ルピーは対⽶ドルで上昇しました。⼀⽅、円も対
⽶ドルで上昇し、円の上昇幅が⼤きかったことから、ルピーは対円で
は下落しました。

* オペレーションツイスト︓⻑期国債の買いオペと短期国債の売りオペを同時に⾏い、⻑短⾦利を逆⽅向に動かす公開市場操作

17⽇は、新型コロナウイルスのワクチン開発期待が⾼まる中、前週末
に市場予想を上回る純利益を発表した鉄鋼株に買いが集まり、イン
ド株式市場は上昇しました。翌⽇も、良好な投資家⼼理が続いて続
伸し、SENSEX指数などの主要株価指数は過去最⾼値を更新しま
した。19⽇は、利益確定売りに押されて反落しました。20⽇は⽇中
上下したものの、午後に買いが優勢となり上昇しました。週間でも上
昇となりました。


